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[image: image10.emf]・地下水；動水位の低下（水質は安定）

・表流水；問題なし

貯水槽水道の指導状況 ･小規模受水槽の管理に不安

直結給水の推進状況 ･一部地区で3階直結給水困難

･上 水 道 ；今後も緩やかに増加

･簡易水道；ほぼ横ばいで推移

供給能力 ･上 水 道 ；将来、自己水源量に不安

（水源確保・水道施設容量・有収率） ･簡易水道；現計画水量により安定給水可能

･上 水 道 ；ダクタイル管69.2％、耐震管5.1％

・簡易水道；ダクタイル管など27.2％

･上 水 道 ；耐用年数（20～40年）を超過する管を55％有す（更新中）

･上 水 道 ；30年経過している施設を44％有す。（延命修繕対応）

･簡易水道；浜益浄水場の老朽化が著しい（更新予定）

･上 水 道 ；残存延長　2,633ｍ

・簡易水道；残存延長  4,560ｍ

・水道間の料金格差

・札幌分水量の増加により支出が増加（収支バランス崩壊）

注）太字は、今後新たに精力的に解決しなければならない問題点を示す。
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・取水、配水ポンプが必要なため電力消費量が多い

・札幌市より、最大7,080ｍ3/日の暫定分水により対応

職員数と技術者の確保 ・技術職員の高齢化に不安（将来の人員不足）

水質基準の適合状況 ・現水質基準に適合しているが、将来に不安

市民からの要望や苦情

・年間15名程度の海外研修生視察を受け入れ

現状分析の視点 問題点など

経営・財政

・簡易水道；57人（H16年度末）

耐震化の進捗状況

応急給水体制・応急復旧体制 ・災害対策マニュアルの充実中

需要（給水人口、給水量）

水道の普及状況（未普及地域）

・68件の苦情（H16年度；水圧31％、水質44％、漏水7％等）

石綿セメント管の布設状況

老朽化施設とその更新計画

水源の水質・水質事故の発生状況

浄水処理能力

（H17年度末）



[image: image5.bmp]１．はじめに

石狩市は、平成17年10月に厚田村、浜益村と合併し、新たな歴史の歩みを始めました。昭和初期までは同じ「石狩國」として、ニシンやサケそしてハタハタなどの豊かな恵みを共に石狩湾から享受してきた三つのまちが、国の三位一体改革や少子高齢化など変革の時代の大きな波に対応して、住民サービスや安心して暮らせる環境を守るため、図－１に示す通り再び一つになりました。
厚生労働省では、平成16年6月に「水道ビジョン」を公表し、わが国水道のあるべき将来像を提示しました。本市水道事業におきましても、財政が逼迫している状況にはありますが、市民の皆さまに「安全」で「満足（安心）」できる水を「安定」的に供給することを確実に次代へ引き継ぐべく、恒久水源の確保と水道施設の機能強化の両面から、将来に対する適確なるビジョンを持って望む必要があります。

「水道建設の時代」から「持続的経営の時代」へと移り変わるこの歴史的転換期に、市民の皆さまと水道関係者が今一度水道の原点に立ち返って足元を見つめ、共通の認識と目標をもって各種課題に立ち向かうことができるよう、先ずはあらゆる情報を開示した上で、そこから見えてくる改善方策とアクションプログラムを示すことが、合併した今こそ必要と考え、ここに『石狩市水道ビジョン』を策定・公表することと致しました。

『石狩市水道ビジョン』では、最初に事業を取り巻く環境の総合分析を行ない、その上で概ね50年先を見定めたあるべき姿をイメージした経営戦略を策定し、長期的な方向性を設定致します。更には、その施策推進のための基本的な考え方を、今後10年程度のタイムスパンで整理し、出来得る限り具体的に掲げております。
[image: image6.emf]計画給水 計画給水 目標年度 管路延長 水道施設

人口 量 施設名 水源種別 浄水能力 配水池容量 建設年度

（人） （ｍ3/日） （－） （ｋｍ） （－） （－） （ｍ3/日） （ｍ3） （－）

上水道 63,600 25,100 H25 568.687花川南浄水場 地下水 5,100 2,177 S52

花畔市街浄水場 地下水 2,220 986 S48,H7

樽川浄水場 地下水 1,360 845 H6

緑苑台浄水場 地下水 1,860 1,112 H5

本町八幡浄水場 地下水 990 432 S49

　　生振配水場 － － 221 H11

　　高岡配水場 － － 212 H14

　　八幡配水場 － － 800 H18予定

新港南浄水場 地下水 760 582 S54

新港中央浄水場 地下水 1,740 2,011 S62

緑ヶ原浄水場 地下水 784 387 S50

花川北配水場 札幌分水 7,080 4,242 S51,H5

小計 63,600 25,100 － 568.687 － － 21,894 14,007 －

簡易水道 厚田区 2,500 1,800 H21 76.468厚田浄水場 表流水 1,800 678.2S52,H6,H13

　　発足配水池 － － 72.0 S54

　　望来配水池 － － 632.4 S52

　　聚富配水池 － － 277.2 S62

浜益区 2,340 1,571 H20 浜益浄水場 表流水 1,400 504.0S39,S46,S50

　　幌配水池 － － 95.4 S46

実田浄水場 表流水 171 91.8 H11

浜益区濃昼 240 72 － 濃昼浄水場 表流水 72 90.0 S51

小計 5,080 3,443 － 131.127 小計 － 3,443 2,441.0 －

合計 68,680 28,543 － 699.814 － － 25,337 16,448.0 －

注）管路延長は、平成17年度末実績である。

事業名

54.659


[image: image7.png]



[image: image8.emf]広域化の推進 異臭味被害や低水圧苦情の防止と改善

1.上水道と各簡易水道の統合 （～H22） ・塩素臭から見たおいしい水達成率25％を目指す （H18～23)

2.上水道と各簡易水道の料金格差是正 （H18～22） ・低水圧苦情防止については既に進めている事業で実施 （～H25）

3.石狩西部広域水道企業団からの受水に向けた施設整備 （～H24）

第三者委託の検討 水質事故の防止

・上水道事業の浄水場について検討 （H18） ・現状の水質管理体制を維持 （現状維持）

・簡易水道事業の浄水場について上記の方向性を踏まえ検討（～H24） ・浜益区浄水場の整備 （H18～22）

技術基盤の確保 原水水質の保全

・第三者委託検討段階で実施 （H18） ・地下水揚水量の適正化 （～H24)

・研修時間は現状時間を確保 （現状維持） ・定期的なパトロールによる表流水の保全 （現状維持）

計画的な施設の更新 飲用井戸等の未規制小規模施設の管理体制強化

・浜益区浄水場の整備 （H18～22） ・小規模受水槽への指導強化 （H18～）

・札幌分水費を抑制するための老朽化施設の改修 （H18～24） 「安全」で信頼される水道 ・水道未普及人口0人への推進 （～H25）

・老朽管の更新事業 （～H25） ・上水道事業における恒久水源の確保 ・直結給水への転換推進 （H25～）

・水質管理体制の充実

石綿セメント管の更新 ・水道施設の耐震化 給水装置による事故の防止

・残存率0％を目指す （～H22） ・危機管理体制の充実 ・給水装置の維持管理の周知を図る （H18～）

・事故が発生しづらい環境の整備実施 （H18～）

ゆとりある「安定」した水道

・将来水需要に対応した受配水施設の確保

・財政の健全化と業務の効率化

基幹施設の耐震化 ・老朽化した浄水場施設の計画的改修 浄水汚泥の有効利用

・花川北配水場の耐震化実施 （～H24） ・老朽管の計画的更新 ・効果が少ないことから現状通りとする （現状維持）

・厚田浄水場、望来配水池の耐震化実施 （H25～）

市民に「満足」される水道 省エネルギー・石油代替エネルギー導入の推進

・給水サービスの向上 ・実施計画時にエネルギー効率の高いポンプを選定 （H18～H24)

管路網の耐震化 ・環境に配慮した事業実施

・既に進めている事業で実施 （～H24） ・情報提供の充実 有効率の向上

・簡易水道地区の有効率を90％以上確保 （～H22）

・上水道地区の有効率を95％以上確保 （～H25）

健全「経営」を実現させる水道

応急給水実施の確保 ・経営の健全化と効率化

・緊急貯水槽の整備推進 （H18～） ・活力ある人材と組織づくり

・緊急時連絡管（虹が原～厚田区）を用いた水融通の推進 （H18～） ・環境に配慮した水道運営の推進

・第三者委託の調査研究 ・年間15名程度の海外からの研修生視察受入れ （現状維持）

応急復旧体制の整備

・関係機関との定期的な連絡 （H18～）

・実践的な防災訓練等の実施 （H18～）

注）太字は、今後新たに精力的に取り組む目標を示す。

※上水道事業区域においては、平成25年度より石狩西部広域水道企業団

　より用水供給を受ける計画です。

目標の設定・実現方策
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基本方針

基本理念

目標の設定・実現方策
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基本理念と基本方針

[image: image9.emf]石狩市水道ビジョン

【概要版】

～受継ぐ歴史、そして未来へ～

平成18年7月

石狩市

ナナカマド ハマナス

海水浴 サケ祭り

白銀の滝 厚田公園








図－1　石狩市の位置
２．水道事業の概要

石狩市は、1箇所の上水道事業と3箇所の簡易水道事業の経営を行っており、その概要は表－1に示す通りです。
（上水道事業）

昭和48年に花川地区に上水道事業が創設されたのをはじめとして、段階的に水道事業の創設及び施設の拡充を行って参りました。現在は水源として井戸20ヵ所、浄配水施設11ヵ所となっております。更に不足する水量については、札幌市からの暫定分水に頼っている状況にあります。将来にわたり安全で安定した恒久的な水源の確保と市民の皆さまへの給水サービスの向上（直結給水階数の拡大など）を図る観点から、平成25年度より石狩西部広域水道企業団からの用水供給を受けるべく、現在それに関連する事業を計画的に取り進めてきております。

（簡易水道事業：厚田区）

昭和36年創設後、平成12年の第5次拡張を経て現在に至っております。水源は幌内川水系幌内川より取水し、厚田浄水場にて急速ろ過方式により浄水処理しております。

（簡易水道事業：浜益区）

昭和39年創設後、昭和46年、平成11年の拡張を経て現在に至っております。水源は群別川水系群別川および浜益川水系滝ノ沢川より取水し、浜益浄水場にて緩速ろ過方式、実田浄水場にて急速ろ過方式により浄水処理しております。現在、導配水管布設替、更には老朽化した浜益浄水場の改修工事を計画しております。
（簡易水道事業：浜益区濃昼）

昭和51年創設後、現在に至っております。水源は濃昼川水系小川より取水し、濃昼浄水場にて緩速ろ過方式により浄水処理しております。

表－１　水道事業の概要
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３．事業の現状分析と評価
事業の現状分析と評価につきましては、「安全な水・快適な水が供給されているか」、「いつでも使えるように供給されているか」、「将来も変わらず安定した事業運営ができるようになっているか」、「環境への影響を低減しているか」、「国際協力に貢献しているか」の観点から行い、各々の問題点を図－２に示す通り整理致しました。

[image: image3]
図－２　事業の現状分析と評価（問題点の整理）
４．基本理念・基本方針・目標の設定

事業の現状分析と評価結果を基に、本市水道事業における基本理念、基本方針、更に概ね10年間を見定めた目標を図－３に示す通り設定致しました。

[image: image4]
図－３　本市水道事業における基本理念・基本方針・目標の設定・実現方策
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石狩市水道ビジョンに関するご意見・ご要望は、


〒061－3292　石狩市花川北６条１丁目30番地２　石狩市水道部工務課


� HYPERLINK "mailto:koumu@city.ishikari.hokkaido.jp" �koumu@city.ishikari.hokkaido.jp�、


TEL（0133）72－3135　Fax(0133)75－2273　まで
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